
朝日新聞社、Amazon Bedrock を活用した最大 10 時間
分の音声データの文字起こし、要約、チャプター生成機能で
記者の業務を支援

株式会社朝日新聞社

ビジネスの課題：ユーザーの声を活かした
“ワンランク上の執筆体験”の提供

朝日新聞社のメディア研究開発センターは、
新聞社ならではの膨大なテキストや画像、音
声などを活用しながら先端メディア技術の
研究・開発に取り組んでいます。同センター
は AI を活用したプロダクトの開発の一環
として、記者の業務効率化を目的に 2021 
年 1 月、文字起こしサービス『YOLO』を社
内リリースしました。
「取材音源の文字起こし作業は、1 時間の音
声ファイルで数時間かかることもあります。
文字起こしを効率化すれば、記者が記事の
構成や表現などに多くの時間が割けるよう
になります」と語るのは、同センターの R&D 
エンジニアの嘉田紗世氏です。
その後も、句読点自動付与機能、相づち・言
いよどみ自動検出機能、複数の話し手を区
別して記録する話者分離機能などを追加し、
2023 年 3 月には報道データに特化した
独自の音声認識モデルをリリース。同セン
ター 上級研究員の田森秀明氏は「音声認識
モデルを自社プロダクトとして開発/提供
することで、セキュリティやガバナンスの
担保に加え、記者が個々に保有してきた膨
大なデータを集約し、その一部を学習デー
タに利用できるようになりました」と語り
ます。
システム基盤には、同社標準のクラウドと
して各部門で利用している AWS を採用し
ました。当初採用したアーキテクチャを 
AWS のソリューションアーキテクトと相

談して見直し、AWS Step Functions と 
AWS Lambda などのサーバーレスで構
成した音声認識パイプラインを構築。1 時
間の音声ファイルをわずか 5 分で処理する
高速化を実現しました。多くのユーザーが
書き起こし作業を活用し、残業がひと月で 
20 時間減ったという反響もあったといい
ます。
その後、メディア研究開発センターでは書
き起こしに加え、作成後の情報整理や記事
執筆までを支援するコンテンツ制作支援
サービス『ALOFA』の開発に着手しました。
「YOLO の UI/UX を全面的に見直し、
ユーザーのニーズを取り込みながらサービ
スを進化させたいと考えました。生成 AI 
を活用した記事の要約機能やチャプター機
能などを追加して“ワンランク上の執筆体
験”の提供を目指しました」（嘉田氏）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：複数の最新モデルが気軽に
試せる Amazon Bedrock を採用

ALOFA の開発は 2023 年夏ごろから本格
的に始まり、2024 年 9 月に全社リリース。
システムは、音声認識パイプラインを除い
てフロントエンド/バックエンドともにゼロ
から設計し、サーバーレス/マネージドサー
ビスを中心に構成しました。新たに追加した
要約機能とチャプター生成機能は、Amazon 
Bedrock によって実現しています。
「Amazon Bedrock の採用理由は、システ
ム全体のアーキテクチャが AWS で構成さ
れているため、呼び出しが簡単だったこと

概要：国内有数のメディア企業として知られる株式会社朝日新聞社は、音声データか
ら文字を起こし、ファイル管理をクラウド上で実現するコンテンツ制作支援サービス
『ALOFA』をアマゾン ウェブ サービス（AWS）上に構築しました。高性能な基盤モデ
ルを選択可能なフルマネージドの生成 AI サービス Amazon Bedrock で要約機能
やチャプター生成機能を実現。長時間の取材データから情報を効率的に抽出できるよ
うになり、大きな業務効率化につながっています。

です。また、複数の最新モデルを気軽に試せ
て切り替えが容易なこと、セキュアに利用
可能で、データが AI の学習に利用されな
いことも重要です。運用面では Amazon 
CloudWatch のコンソール上でトークン
の利用数や呼び出し回数などが確認できる
利便性の高さを評価しました」（嘉田氏）
Amazon Bedrock による要約機能とチャ
プター生成機能の開発は約 1 週間で終了。
開発時は、評価用のデータを収集して検証
し、精度を確認したうえで AWS 上にデプ
ロイしています。基盤モデルは、複数の中か
ら精度、トークン数、コストのバランスを評
価して決定し、プロンプトエンジニアリン
グによって精度の向上を図りました。
「従来は大量の学習データを用意して AI 
のモデルを構築し、長期間かけて学習させ
るところ、Amazon Bedrock によってそ
の工程が丸ごと不要になりました。モデル
を自社で作成した場合に複雑になるデプロ
イの作業も、Amazon Bedrock なら API 
で呼び出すだけで、短期間に開発できまし
た」（嘉田氏）
並列処理の中で Amazon Bedrock を呼
び出すユースケースでは、急速にリクエス
トが増加する場合があります。そこで対策
として、複数の AWS リージョンが利用で
きる Amazon Bedrock のクロスリージョ
ン推論を利用し、可用性を確保しながらパ
フォーマンスの向上を図っています。
ALOFA 全体の構築から Amazon Bedrock 
による機能開発まですべて内製で行う中、
AWS のサポートが役立ったと嘉田氏は語
ります。
「ALOFA のシステム構築時には、データ
ベースの構成検討から設計レビューまで支
援を受けました。Amazon Bedrock の機
能に関する相談や最新情報の提供など、必
要に応じてミーティングやワークショップ
を開いていただき、スムーズに進めること
ができました」
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：長時間の取材データも効率よく整
理可能に

社内リリースから約半年を経て、ALOFA は

約 1,500 人の社員に利用されています。
ユーザーの約 60％ は記者ですが、その他
の社員も会議の議事録作成などに活用して
います。最大 10 時間の音声/映像データが
入力可能になり、長時間の記者会見などに
も対応可能です。UI/UX の改善と、要約や
チャプター生成によって音声データの内容
や区切りが把握できるようになったことが
好評を博しています。
「記者からは、長時間にわたる記者会見でも
要約を見ることで内容の把握ができて助か
る、後から取材の内容を思い出すのに役立
つ、といった声がありました。記事の執筆時
にも、要約を見て内容漏れを確認できると
いった感想も届いています」（嘉田氏）
メディア研究開発センターでは ALOFA 開
発を通じて、従来の研究者主体のプロダク
トアウト開発から、ユーザー視点を重視し
た開発にシフトできたと実感しています。
プロダクト目線では見えてこなかった機能
を強化することで、サービスとしての価値
を高められました。
「R&D 部隊も、最終的にはプロダクトとし
て利益を生むことが求められます。今回、
研究開発の根幹となる生成 AI の技術を習
得しながら、ユーザーの価値を高めるサー
ビスを構築できました。メディア研究開発
センターでは以前から、AWS 上に構築し
た AI による校正支援サービスを法人・個
人向けのサービスとして提供しています。
ALOFA も今後は各部門と連携しながら法
人・個人向けの SaaS として外販する準備
を進めています」（田森氏）
ALOFA については今後もリアルタイム文
字起こしの機能強化、Amazon Bedrock 
による検索拡張生成（RAG）の構築を検討
中です。田森氏はさらに、AI を活用したプ
ロダクトの研究・開発についての構想を語
ります。
「メディア企業として有する音声、写真、動
画データなどのさまざまな資産に対して、
AI をどのように活用していくかがこれから
のテーマです。当社は標準プラットフォー
ムとして AWS を採用していますので、AWS 
の AI サービスもさまざまなプロダクトで
試してみたいと思います」

導入効果
● 5 分：1 時間の音声ファイルの文字起
こし時間

● 最大 10 時間：入力可能な音声/映像
データ

● 文字起こしの作業負荷軽減
● 取材内容の的確な把握と振り返り
● ユーザー視点を意識した研究・開発体
制への移行

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock
● AWS Step Functions
● AWS Lambda
● Amazon DynamoDB

企業名：株式会社朝日新聞社
業種：メディア
国名：日本
従業員数：3,827 名（2024 年 4 月現
在）
ウェブサイト：
https://www.asahi.com/corporate/
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企業概要
株式会社朝日新聞社
総合メディア企業として新聞・デジタルメ
ディアによるコンテンツ事業、展覧会など
のイベント事業、不動産事業など幅広く
展開。メディア研究開発センターは、同社
のメディアラボ・研究チームと情報技術本
部・研究開発チームが統合して 2021 年 
4 月に発足。自社プロダクトとして、自動
要約生成 API『TSUNA』、AI 校正ツール
『Typoless』、アンケートクイズ作成ツール
『QuzillA』などの開発を手がけている。


